
11 月 28日（木）に秋葉原 UDX で開催された「第 7回Next Package 2024」に食物学科
の食品学・食品包装学研究室が出展し、同研究室の北澤裕明准教授が「食品ロス削減におけ
る包装の役割」というテーマで研究室と最近の研究活動の紹介を行いました。 
 この展示会は、一般社団法人日本食品包装協会が開催し、食品および包装関連企業が製品
や取り組みを紹介するイベントで 39社からの出展があったほか、今回初めて大学・公的研
究機関の出展が企画され、日本女子大学のほか、包装とも関連の深い食品・環境に関する研
究に取り組む大学、短期大学、国立研究開発法人から出展がありました。 
 来場者 424 名、出展企業等関係者 207 名、合計 631 名という盛況の中、研究室のブース
にも多くの方にお越しくださり、「四年制大学唯一の食品包装に特化した研究室」の存在を
産業界に大いにアピールすることができました。 
 

 
研究室の概要と研究活動の紹介ポスター 

 
 
また、日本女子大学食物学科の 1～3 年生の学生 10 名以上が来場し、企業の取り組みや

製品について質問を交え熱心に学ぶ姿もありました。 
 



 
来場者に研究紹介をする北澤准教授 

 


